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◯
警
備
業
法
施
行
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課
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１

秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
1
2
号

警
備
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
1
8
年
９
月
2
9
日秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
大
　
渕
　
宏
　
道
　

警
備
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

警
備
業
法
施
行
細
則
（
平
成
６
年
秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
１
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
趣
旨
）

第
１
条
警
備
業
法
（
昭
和
4
7
年
法
律
第
1
1
7
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
つ
い
て
は
、
警
備
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
5
8
年
総
理
府
令
第
１

号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
２
条
第
１
項
第
２
号
中
「
以
下
同
じ
。
）
、
」
を
「
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
、
」
に
、
「
超
」
を
「
を
超
え
」
に
、
「
白
樫
」
を
「
白
樫 か
し」
に
、

「
以
下
同
じ
。
）
及
び
」
を
「
次
項
及
び
第
３
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及

び
」
に
、
「
楯
」
を
「
盾
」
に
、
「
限
る
。
以
下
」
を
「
限
る
。
第
４
項
に

お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
自
転
車
競
技
法
施
行
規
則
（
平
成
1
4

年
経
済
産
業
省
令
第
9
7
号
）
第
1
2
条
第
１
項
」
を
「
自
転
車
競
技
法
（
昭
和

2
3
年
法
律
第
2
0
9
号
）
第
４
条
第
３
項
」
に
、
「
場
外
車
券
発
売
施
設
」
を

「
場
外
車
券
売
場
」
に
改
め
、
同
条
第
３
項
中
「
前
２
項
」
を
「
前
項
」
に

改
め
、
同
項
第
１
号
中
「
警
備
業
法
」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
項
第
２
号
中

「
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
6
1
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

５
号
」
を
「
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
1
7
年
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
2
0
号
」
に
、
「
第
１
条
第
１
項
」
を
「
第
１
条
第
２
号
」
に
、

「
常
駐
警
備
業
務
」
を
「
施
設
警
備
業
務
」
に
改
め
、
同
号
オ
中
「
以
下
」

を
「
カ
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
３
号
中
「
第
１
条
第
１
項
」
を
「
第

１
条
第
５
号
」
に
、
「
核
燃
料
物
質
等
運
搬
警
備
業
務
及
び
」
を
「
核
燃
料

物
質
等
危
険
物
運
搬
警
備
業
務
及
び
同
条
第
６
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、

同
条
第
４
項
中
「
楯
」
を
「
盾
」
に
改
め
、
同
項
第
２
号
中
「
第
１
条
第
１

項
」
を
「
第
１
条
第
２
号
」
に
、
「
常
駐
警
備
業
務
」
を
「
施
設
警
備
業

務
」
に
改
め
る
。

第
３
条
第
１
項
中
「
府
令
第
2
7
条
第
２
項
」
を
「
警
備
業
法
施
行
規
則
第

3
9
条
第
３
項
」
に
改
め
、
「
添
え
て
、
」
の
次
に
「
こ
れ
を
」
を
加
え
、
同

条
第
２
項
中
「
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
」
を
「
提
出
す
る
申
請

書
」
に
改
め
、
「
、
正
副
２
通
の
申
請
書
を
」
を
削
る
。

第
６
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
指
定
医
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
第
1
6
条

の
２
」
を
「
第
5
1
条
」
に
、
「
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
に
関
す
る
法

律
」
を
「
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同

条
を
第
７
条
と
し
、
第
５
条
を
第
６
条
と
す
る
。

第
４
条
第
１
項
中
「
第
1
1
条
の
７
」
を
「
第
4
3
条
」
に
改
め
、
同
条
第
２

項
中
「
別
記
様
式
第
３
号
」
を
「
別
記
様
式
第
４
号
」
に
改
め
、
同
条
第
３

項
中
「
別
記
様
式
第
４
号
」
を
「
別
記
様
式
第
５
号
」
に
改
め
、
同
条
第
４

項
中
「
別
記
様
式
第
５
号
」
を
「
別
記
様
式
第
６
号
」
に
、
「
別
記
様
式
第

６
号
」
を
「
別
記
様
式
第
７
号
」
に
改
め
、
「
添
え
て
」
の
次
に
「
こ
れ

を
」
を
加
え
、
同
条
第
５
項
中
「
申
請
書
又
は
変
更
届
出
書
若
し
く
は
廃
止

届
出
書
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い
う
。
）
を
」
を
削
り
、
「
場
合
に
お
い

て
」
を
「
書
類
」
に
改
め
、
「
、
正
副
２
通
の
申
請
書
等
を
」
を
削
り
、
同

条
を
第
５
条
と
し
、
第
３
条
の
次
に
次
の
１
条
を
加
え
る
。

（
現
任
指
導
教
育
責
任
者
講
習
の
受
講
）

第
４
条
法
第
2
2
条
第
８
項
に
規
定
す
る
警
備
員
の
指
導
及
び
教
育
に
関
す

る
講
習
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
現
任
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講

書
（
別
記
様
式
第
３
号
）
を
公
安
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

別
記
様
式
第
１
号
中
「
警
備
業
法
施
行
規
則
第
2
7
条
第
２
項
」
を
「
警
備

業
法
施
行
細
則
第
３
条
第
１
項
」
に
、
「
の
申
請
を
し
ま
す
」
を
「
を
申
請

し
ま
す
」
に
、
「
自
動
車
で
の
」
を
「
自
動
車
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
様
式

の
（
注
）
３
中
「
記
載
し
得
な
い
」
を
「
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
に

改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

「

別
記
様
式
第
２
号
中
「
秋
公
委
防
」
を
「
指
令
秋
公
委
」
に
、

「

を

」

に
改
め

」

る
。別
記
様
式
第
６
号
中
「
（
第
４
条
」
を
「
（
第
５
条
」
に
、
「
第
４
条
第

４
項
」
を
「
第
５
条
第
４
項
」
に
、
「
届
出
を
し
ま
す
」
を
「
届
け
出
ま

す
」
に
、
同
様
式
の
（
注
）
３
中
「
記
載
し
得
な
い
」
を
「
記
載
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

別
記
様
式
第
６
号
を
別
記
様
式
第
７
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
５
号
中
「
（
第
４
条
」
を
「
（
第
５
条
」
に
、
「
第
４
条
第

４
項
」
を
「
第
５
条
第
４
項
」
に
、
「
届
出
を
し
ま
す
」
を
「
届
け
出
ま

す
」
に
、
同
様
式
の
（
注
）
３
中
「
記
載
し
得
な
い
」
を
「
記
載
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
に
改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

別
記
様
式
第
５
号
を
別
記
様
式
第
６
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
４
号
中
「
（
第
４
条
」
を
「
（
第
５
条
」
に
、
「
秋
公
委

防
」
を
「
指
令
秋
公
委
」
に
、
「
第
４
条
第
１
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
５
条

「

第
１
項
た
だ
し
書
」
に
、

「

を

」

に
改
め
る
。

」

別
記
様
式
第
４
号
を
別
記
様
式
第
５
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
３
号
中
「
（
第
４
条
」
を
「
（
第
５
条
」
に
、
「
第
４
条
第

２
項
」
を
「
第
５
条
第
２
項
」
に
、
「
特
例
対
象
施
設
に
係
る
即
応
体
制
が

法
第
1
1
条
の
７
の
規
定
ど
お
り
整
備
で
き
な
い
」
を
「
法
第
4
3
条
の
規
定
に

よ
る
特
例
対
象
施
設
に
係
る
即
応
体
制
の
整
備
が
で
き
な
い
」
に
、
同
様
式

の
（
注
）
３
中
「
記
載
し
得
な
い
」
を
「
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
に

改
め
、
同
様
式
の
（
注
）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

別
記
様
式
第
３
号
を
別
記
様
式
第
４
号
と
し
、
別
記
様
式
第
２
号
の
次
に

次
の
１
様
式
を
加
え
る
。

公
安
委
員
会
規
則

（
注
）

用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

（
注
）
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業



平成18年 9月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 6号

２

現任指導教育責任者講習受講書

私は、現任指導教育責任者講習通知書第　　　　　号に係る講習を受講します。

年　　　月　　　日

秋田県公安委員会　殿

受講者

住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w

受講者の選任に係る営業所

所在地

名　称

別記様式第３号（第４条関係）

（注）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。
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３

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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